
平底16年12月15E】  

厚生労働大臣  

内閣府特命担当大臣（規制改革、産業再生機構）、  

行政改革才旦当、構造改革特区・地域盾生担当  
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日割一 る の進姑状況  

項 目  
進捗状況   

昨年1月に立ち上げ（年4回定期的に開催）  

① 認茎 用問題  
章、ム幸美の設置  

患者の要望のある薬の治験を促進  

国内未承認薬の使  

用について  ②侯自主、首仏川lの  昨年4月1日より、治験に係る検査個像診断に  
い・lの赦（保険給  
付を企業治験より拡大）  

＿」キ   

7月1日より先進技術の届出受付を開始  

先’佳 術への対応  届出後、3か月以内に技術ごとに基準を設定  
（昨年10月1日より最初の1技術について基準  

設定し、7月1日現在、6技術について設定）   

昨年10月1日より腫癌マ丁カー検査などについ  
l口米 召える失・ノ‾．い・  て保険給付との併用を認め、現在10項目を設定  
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高度 進朱・の 宿し  
、 

定承認保険医療機関として承認する制度へ改  

めた  
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対応の考え方  問題への  混合診療」   いわゆる「  

の評価を行うものであるかどう  
lパ＼11フく巧〒F／ヽ▼′一－▼′  
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するとともに、高度の医療技術を用いた療養等の  
′ヽて、その療養の基礎部分について、埋墜生温                             ． ＿ ＿． ′⊥ ．＿＿＿＿＿」＿⊥r－←ヽ  療養につい て、そ∽慣賛Uノ巷囁即刀■－ノ＞’■、、】‘  

（「健康保険法等の一部を改正する法律」にて対応）  

用に関する具体的要望について  
の  

○ こ  

は、  

《現行》  

高度先進医療  
○、ヽ  

〔 

現行は種々  

ものが混在  （高度で先進的な技術に限られる）  

療 養 】  【 選 定  【評 価 療 養】  
し ＼もの）  導      入を前提としな   （保険  の評価を行うもの）  （保険導入のため  《見直し後》  
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○快適性■利便性に係るもの  

○医療機関の選択に係るもの  

○医療行為等の選掛こ係るもの  
B輯型 医薬品等  A類型 医療技術  

を 明確化   保険診療との併用の問題が生じないこと  いサービス等については、  
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現行の選定療養の各類型について  

① 特別の療養環境の提供（昭和59年10月～）  
個人用の収納ロッカー・照明・小机・椅子を備え、カーテン   

など患者のプライバシー を確保する設備をもつ、一定の広さ以   

上の4人部屋までの病室への入院  

② 前歯部の材料差植（昭和59年10月～）  

前歯部（前歯）の鋳造歯冠修復等で使用する材料を、金銀パラ   

ジウム合金に代えて14Kを超える金合金又は白金加金を使用  

③ 予約診察（平成4年4月～）  

予約診療を行っている保険医療機関での予約に基づく診療  

④ 時間外診察（平成4年4月～）  

患者の都合（急病などやむを得ない事情の場合を除く。）によ   

る、医療機関が表示している診療時間以外の時間の診療  

⑤ 金属床総義歯‾（平成6年6月～）  

熱可塑性樹脂総義歯に代えて、金属床による総義歯を使用  

⑥ 200床以上の病院の未紹介患者の初診（平成8年4   

月～）  

200床以上の病院における、他の医療機関からの文書によ   

る紹介なしの初診（ただし、緊急等の場合を除く。）  

⑦ 医薬品の治験に係る診療（平成8年4月～）  

薬事法に基づく医薬品の治験に係る診療  

lつ   



⑧ 小児う蝕治療後の継続管理（平成9年4月～）  

ムシ歯の数が少ない13歳未満の／ト児に対する、治療後の再   

発抑制のための継続的な指導管理（フツ化物の局所応用女は小   

窟裂溝填塞）  

⑨ 200床以上の病院の再診（平成14年4月～）  

診療所や200床未満の病院に紹介状を出す旨の文書が交付   

された上での、200床以上の病院における再診（ただし、緊   

急等の場合を除く。）  

⑩ 医療機器の治験に係る診療（平成14年4月～）  

薬事法に基づく医療機器の治験に係る診療  

⑪ 薬価基準収載前の承認医薬品の投与（平成14年4月   

′・u′）  

薬事法上の承認を受けた医薬品のうち、薬価基準に収載され   

ていないものの投与（承認後90日以内に限る。）  

⑫180日を超える入院（平成14年4月～）  
入院医療の必要性が低い患者の180日を超える入院（115   

歳未満、育成医療、難病・小児難病等の患者を除く。）  

⑬ 薬価基準に収載されている医薬品の適応外使用（平成   

16年1月～）  

薬価基準に収載されている医薬品の薬事法に基づく承認に係   

る用法、用量、効能又は効果と、異なる用法、用量、効能又は   

効果に係る投与   

＊ 専門家による有効性や安全性に係る公的な事前評価の結果、  

治験の省略が認められ、迅速な申請や審査ができると認めら  

れたものな・どが対象  
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⑭ 保険適用前の承認医療機器の使用（平成17年4月～）  

薬事法上の承認を受けた医療機器のうち、保険適用されてい   

ないものの使用（承認後280日以内に限る。）  

⑮ 先進医療（平成17年7月～）  

必ずしも高度でない先進医療技術（個別の技術ごとに一定の基   

準を設定）  

⑯ 制限回数を超える医療行為（平成17年10月～）  

診療報酬の算定に当たり、算定制限が設けられている医療行   

為（腫瘍マーカー検査など7項目）  
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